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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
①　基礎基本の充実と深い学び及び心身の健全育成のための諸施
策を充実させる。

A A A

　学校は、生徒や保護者が満足するような教育
活動を進めていると回答した生徒が９２％，保
護者が９１％である。

②　授業や行事に生徒が主体的に参画できるような環境作りや工
夫を進めるなど、支援体制の強化を図る。 A A A

　学校生活が充実していると回答したが生徒が
9５％，保護者が９３％である。

③　SAH（Student  Agency  High  School）事業の趣旨を踏
まえつつ、本校生徒の主体性を高める様々な取組（授業、学校行
事、部活動等）の体系化・深化に努める。また、生徒の主体性を
発揮できる環境整備を更に進める。

A A A

　各教科の学習や探究学習に意欲的に取り組ん
でいると回答した生徒が８９％、保護者が８
３％である。

A A A

　授業毎のねらいを掴み、主体的・協働的な学
びから、学習理解が深まったと回答した生徒が
９２％、保護者が７８％である。

A A A
　授業に満足している回答した生徒が８７％、
保護者７７％である。

⑥　認知能力と非認知能力の両者を向上させる効果的な教授法に
ついての研究を推進する。また、課題を選択する機会を増やした
り、問題集を生徒が個別に選択する他、「Classi」のAIを駆使し
た「個別最適課題」の活用、自主学習を促進する。 B A B

　サタデープランや各補習に積極的に取り組ん
でいると回答した生徒が８８％、保護者が７
2％である。

⑦　新教育課程、新入試の研究を深めつつ、生徒の進路実現に耐
えうる学力の向上を目指し、授業や補習、課題等の内容の充実を
図る。 B A B

　知識・技能の習得のため、各教科の課題にき
ちんと取り組んでいると回答した生徒が９
０％、保護者が７５％である。

⑧　生徒の授業以外の学習の実態を把握するため、定期的な学習
量調査や個別面談を行うなど、家庭学習についてのアドバイスや
サポートを充実させる。

D B B

　１日平均の家庭学習時間（６･9･11月調査平均）
は108分（1年114分、2年102分、3年ー分）。
予習や復習などの家庭学習に１日平均２時間以上取
り組んでいると回答した生徒が６２％、保護者が５
３％である。

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

⑨　生徒作成の「身だしなみルール」により、従来の「検査的」
な服装頭髪指導を脱し、生徒が自分を律する「身だしなみのセル
フチェック化」を推進していく。 B A B

　 服装・頭髪規定やスマートフォン・ＳＮＳ
の利用ルール等を守っていると回答した生徒が
９１％、保護者が８５％である。

⑩　マナーアップ運動、交通安全教室を核に日常の様々な機会を
捉えて、思いがけない事故が深刻な結果につながる可能性がある
という認識と交通ルール・マナーの遵守意識を高める。 B A B

　交通ルール・マナーを守っていると回答した
生徒が８５％、保護者が８４％である。

⑪　生徒の自主性を育てるとともに、達成感や自己肯定感を持た
せられるよう顧問がきめ細かな指導を行う。「生徒の主体性を発
揮できる部活動」を更に促進していく。 B B B

　学校は、学校の活性化に向け、部活動を充実
させていると回答した生徒が８３％、保護者が
７５％である。

⑫　個々の生徒の状況に対応した支援を行い、迅速な対応に努め
る。 A B A

　学校は、いじめ防止や早期発見に向けた取り
組みを積極的に行っていると回答した生徒が８
０％、保護者６７％である。

⑬　人格の尊重、他人への思いやり　など、豊かな人間性の育成
を図る。

A A A

　学校は、豊かな人間性の育成を目的とした人
権教育に積極的に取り組んでいると回答した生
徒が９２％、保護者が７５％である。

A B B

 　学校は、皆勤者を表彰し、皆勤の継続を奨
励していると回答した生徒が８２％、保護者が
６８％である。

A B B

　１２月末までの１日平均遅刻者はクラスで
１．１％。学校は、遅刻や欠席の多い生徒への
個別指導に努めていると回答した生徒が７
１％、保護者が４８％である。

7 計画的な指導を行っていま
すか。 B A B

　「総合的な探究の時間」やＬＨＲ等の進路学
習の計画が充実していると回答した生徒が８
９％、保護者が７１％だった。

A A A

　自分の適性や進路希望を考えた文理選択や科
目選択をしていると回答した生徒が９４％、保
護者が８９％である。

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

⑱　探究的学習への取り組みやエビデンスカードなどの記入をと
おして自己認識を深めさせ、生徒が主体的に進路実現に取り組め
るよう支援する。 A A A

　生徒が自己のあり方や将来の職業について考
えながら、進路実現に取り組んでいると回答し
た生徒が９２％、保護者が７６％である。

　大学見学の他、インターンシップ、看護
体験等への参加についての情報を生徒へ提
供し自主的な参加を促すなど、よりキャリ
ア教育を重視したものとしていく。

A A A

　学校は、学年通信等を通して各学年に応じた
適切な情報を発信していると回答した生徒が９
２％、保護者が９０％である。

A A A

　学校は、一斉メールやＷｅｂページを充実さ
せ、家庭や地域に情報を発信している回答した
生徒が９１％、保護者が９５％である。

Ⅵ
教育のデジタル
化に努めていま
すか。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

㉑　授業でのICT機器の効果的な活用を学校全体で推進する。ま
た、学習用端末を利用した朝会連絡やリモート会議を積極的に取
り入れる。「Classi」を利用した自主学習を更に促進する。

A A A

　学校は、学習端末やＩＣＴ機器（プロジェク
タ等）を活用した指導を行っていると回答した
生徒が９４％、保護者が６６％である。

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

㉒　デジタル機器を活用するための研修なども含めて、学校全体
の効率化を目指し、デジタル環境を整備していく。 A B B

　学校は、ICTを活用し、教育活動の効率化を
図っていると回答した生徒が９１％、保護者が
６４％である。

羅　　　　　針　　　　　盤
方　　　　　　　　　　策

点検・評価　

達成状況のまとめ及び次年度の課題 学校関係者評価
評　価　対　象 評　価　項　目 具体的数値項目

・中学校時代は目立たなかった生徒が、前
南で活躍している話を聞き、前南に入学し
て大きく成長していることに感銘した。
・前南のSAHの取り組みが、もっと広がっ
ていくと良いと感じている。中学校におい
ても、SAHの取り組みが具現化できると良
い。例えば、前南でのSAHの取り組みにつ
いて（解説等）、高校が中学校に来て説明
してくれる機会があっても良いのではない
か。
・前南のSAHで育った生徒が、将来、教員
として学校現場に戻ってきてくれると更に
ありがたい。

②　学校生活が充実していると感じている生徒が８
０％以上である。

③　本校の教育活動を通じて主体性が育っていると感
じる生徒が８０%以上である。

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

④　授業毎のねらいを掴み、主体的・協働的な学びか
ら、学習理解が深まったと考える生徒が８０％以上で
ある。

④⑤　生徒の知的好奇心を刺激し、意欲的に学習する姿勢を確立
することができるように、各教科における更なる授業改善を進め
る。また、ＩＣＴの活用と探究的学習の体系化・深化を推進して
いく。

　新学習指導要領の研究やICTの活用を更に
推進し、主体的・対話的で深い学びに向け
た授業改善を全職員挙げて継続して取り組
んでいく。また、その実践例を共有してい
く。
　各種補習等においては、内容を更に充実
させ、生徒の進路実現に繋がるような満足
度の高いものとしていく。また、進路指導
関係の各種方策や探究活動の指導について
も、進路指導部を中心に改善を進める。
　保護者への公開授業についても充実させ
る。

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

1 特色ある教育活動を行って
いますか。

①　本校の教育活動に満足している生徒、保護者がそ
れぞれ８０％以上である。

　「前南グランドデザイン」、及び「三つ
の方針（スクール・ポリシー）」を、再度
全職員で確認するとともに、今年度のSAH
の取り組みを次年度の教育活動の計画等に
反映させていく。また、行事等の精選（ス
クラップ＆ビルド）を更に進めながら、よ
り生徒の人格形成に寄与するような内容の
企画と実施を更に推進していく。
  「保護者への授業公開」や、年２回の「相
互授業参観」など、授業改善委員会を通し
て授業改善を更に組織的に推進する。ま
た、『個別最適化』に関する工夫の状況調
査結果を全職員で共有しつつ、総合教育セ
ンターとも連携しながら、非認知能力育成
に向けた指導法の研究を継続する。

・グランドデザインのGPにおけるサブタイ
トル「もう、誰のせいにもしない」に共感
した。生徒の主体性を育む教育活動を今後
も積極的に推進していってほしい。
・授業の様子を拝見し、生徒の先生の距離
が近く活発だなと強く感じた。また、静か
で落ち着いた印象。文化祭も見学したが、
生徒が自分たちで動いてやっている印象を
受けた。今後の前橋南高校が楽しみであ
る。
・以下の二つを提言したい。認知能力と非
認知能力の指導のバランス、総合力の育成
を含め、今後の取り組みに更に期待した
い。
①交通マナーの問題を含め、学校における
非認知能力の指導と身の回りの現実的な問
題が遊離しないようにしてほしい。
②地域防災（何かあったとき、どう動く
か、どこに避難するか等）や環境問題な
ど、総合力を養う指導をお願いしたい。

⑤　授業に満足している生徒が８０％以上である。

⑥　生徒の主体性を育てる授業や補習、個別最適化し
た課題等に積極的に取り組んでいる生徒が８０％であ
る。

3 生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

⑦　学力向上のため、各教科の授業や補習、課題等に
積極的に取り組んでいる生徒が８０％以上である。

　課題の質と量について再度見直しを行
い、個別最適化を推進し、進路実現により
繋がるものとしていく。
　家庭学習は不十分な状態が続いている。
担任を中心にＨＲ指導や二者面談を通して
その意義を再確認させるとともに、教科指
導を更に充実させ学力向上、進路実現へ繋
げる。
　生徒の学習の取り組みが、より自主的・
主体的なものとなるよう、様々な仕掛けを
各教科で継続して検討していく。

⑧　生徒の１日平均の授業以外の学習時間が２時間以
上である。

Ⅲ 生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

⑨　生徒作成の「身だしなみルール」に基づき「セル
フチェック」を実践している生徒が８０％以上であ
る。

　指導に際しては、学年間や担当者間の足
並みを揃えながらの組織的な取り組みを継
続していく。次年度も規律ある学習環境を
継続して整備していくともに、特にスマ
ホ・ＳＮＳのマナー向上を重点化する。
　生徒の交通ルール・マナーについては、
まだまだ不十分な点が多い。ＨＲ担任や部
活動顧問を中心に、こまめな声がけや指導
を継続する。また、ヘルメットの着用指導
についても家庭と連携しながら進める。
　部活動においては、生徒の主体性を育む
指導を継続するとともに、事故等の予防に
努める。

・交通事故について。生徒が自転車で通学
する際、一時停止で止まらない、ヘルメッ
トを被らないなど、非常に心配である。ヒ
ヤリ・ハットの観点で、予防の指導を徹底
してほしい。
・SAHの取り組みは大変興味深い。ただ、
交通マナー等を含め、足元の課題、気付か
なければならない問題も大切にしてほし
い。気付かなければならない問題は、教員
からの（積極的な）生徒への提案も必要で
はないか。
・前南生の交通マナー、頭髪・服装につい
ては、他校との比較や過去の経緯も踏まえ
つつ慎重な対応を望む。
・主体的に命を守る取り組みをお願いした
い。
・学校保健委員会の時に発表をしていた生
徒が病院でたまたま出会った時にきちんと
挨拶してくれるなど、前南生は感じの良い
生徒が多い。そういった前南生の良さを今
後も大切にしていってほしい。
・担任ローテÜション制はおもしろい取り
組みである。全職員で生徒の様子を見るの
は良い。
・欠席の多い生徒に先生方が親身になって
対応していることが良く分かった。

⑩　交通ルール・マナーを守ろうと心掛けている生徒
が８０％以上である。

⑪　部活動が充実していると感じている 生徒が８０％
以上である。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

⑫　いじめを見過ごさない環境作りが充実していると
思っている生徒が８０％以上である。

　
6 生徒は健康で、規則正しい

学校生活を送っています
か。

⑭　１年間皆勤の生徒が２５％以上である。 ⑭⑮　HR、集会等様々な機会に自己管理能力の大切さを生徒に理
解させる。遅刻や欠席の多い生徒個々の理由を把握し、担任・学
年団・生徒指導部が連携して個別指導に努める。

　ＨＲを中心に生徒の心身の健康管理に気
を配り、安易に休まない指導を継続する。
また、遅刻指導については、時間を守るこ
との大切さに日頃から触れるとともに、規
律ある学校生活が送れるように、家庭とも
連携しながら進める。

⑮　１日平均遅刻者数はクラスで１人以下である。

・３年間の指導計画等を含め、各学年の進
行状況が良く分かった。秋入試を含め、今
後も多様な入試形態に対応できるようなエ
ビデンスに基づく学習指導、進路指導を望
む。

⑰　１年生３学期の段階で、自己の適性を考えて文理
選択をできた生徒が８０％以上である。２年生３学期
の段階で、進路希望を考えて科目選択をできた生徒が
８０％以上である。

⑱　「自己のあり方」と「将来の職業」との関連を考
えさせる活動を実施し、進路実現に向けて主体的に取
り組んでいる生徒が８０％以上である。

　いじめ防止においては、生徒の状況把握
と迅速な組織的対応を今後も継続する。
  人権教育においては、次年度に向けた指導
計画を作成し、組織的な取り組みを継続す
る。

⑬　一人ひとりの人権を尊重する環境作りが充実して
いると思っている生徒が８０％以上である。

Ⅳ 生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

⑯　「総合的な探究の時間」やＬＨＲ等の進路学習の
計画が充実していると感じている生徒が８０％以上で
ある。

⑯⑰　進路指導部の方針をより明確化して計画性を高めるととも
に、学年・教務部と連携して学校全体として生徒の進路意識を高
揚させる。探究的な活動などをとおして自らの適性と能力に気付
かせていく。新教育課程、新入試の研究を進め、「３年間を見通
した進路指導」を推進していく。

「総合的な探究の時間」や「特別活動
（LHR等）」について、更なる充実を推進
していく。
  進路指導においては、生徒が後悔しない進
路選択ができるよう、ＨＲ担任、学年、進
路指導部が連携しながら、情報提供や二者
面談等を積極的に行うとともに、３年間を
見通したものとし、組織的に推進する。

　学年、分掌等において、生徒・保護者向
けの通信を発行するなど、今後も積極的な
情報発信を推進する。また、一斉メール
他、クラウドサービス等の有効な活用、
Webページの更新等、継続して進めてい
く。

・前南のHPは分かりやすい。生徒の顔はモ
ザイク等がない（隠さない）方が、やはり
臨場感があって印象が良い（個人情報保
護、本人同意の必要はあるが）。

⑳　一斉メールやＷｅｂページの情報提供に満足して
いる生徒、保護者がそれぞれ８０％以上である。

㉑　学習用端末やICT機器を活用した指導を行い、ICT
機器を積極的に学習活動に利用していると答えた生徒
が８０％以上である。

　校内研修を通して教職員のＩＣＴの活用
を更に推進していく。また、ＩＣＴ機器の
整備を事務室と連携しながら進める。
　ＩＣＴ機器やクラウドサービスの効果的
な活用など、業務の効率化を推進する。

・Classiによる模試成績の配信は、子ども
と一喜一憂しながら見ている。最終的に子
どもの進路実現に繋がればと願っている。
・Classi個別最適学習機能を使っている生
徒の状況（評判）が気になる。㉒　学校が積極的にICTを活用し、教育活動の効率化を

図っていると答えた回答者が８０％以上である。

Ⅴ 開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

9 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

⑲　定期的に学年通信等を発行し、学年通信等に目を
通した保護者が８０％以上である。

⑲⑳　生徒の活動の様子をきめ細やかにかつ積極的に地域社会へ
発信する。保護者への連絡を密にして必要事項の周知を図るとと
もに、本校の教育活動を伝えていく。


